
第一章　目的・方法
　19 世紀ヨーロッパ絵画には黒いチョーカーを
着装している女性が描かれているものが散見され
る。チョーカーとは、首にぴったり巻きつけるタ
イプのネックレスの一種で、ネックリング（首輪
の意）とも呼ばれる。英語のCHOKE（チョーカー）
には、「首を絞めるもの、窒息させるもの」とい
う意味があり、革や布地などで作られ、中央にポ
イントとなる飾りを付けたものなどが多く見られ
る。この一種で、幅広の帯状となったものをドッ
グカラーまたドッグリング （犬の首輪の意）という。
　19 世紀の絵画を見ると、特にドガの「踊り子」
やマネの「オランピア」に描かれた黒いチョーカー
を取り上げた現代の書籍等で「黒いチョーカーは
売春婦のしるし」といった言説が流布しているが、
その根拠は明確なものではなく、一般の関心を引
くような内容で書かれている。他にも、ミシェル・
レリス『オランピアの頸のリボン』という本には、
チョーカーについて述べていることは、エッセイ
的な評論のようなものであり、チョーカーを分析
したものではなかった。　　
　本研究では、まず 18・19 世紀のヨーロッパ服
飾における黒いチョーカーの着用実態等を同時代
の絵画資料、文献資料（婦人向け雑誌、風刺新
聞、小説等）を基に検証する。研究対象の言説は
19 世紀のものに対してであるが、18 世紀のチョー
カーの実態と比較検討することで、よりその特徴
を明確にする。次いで、黒いチョーカーのイメー
ジを形成していると考えられる要素として、色彩

（黒）や形状（首にリボンを巻く＝拘束性）につ
いて分析をする。これらに基づき、黒いチョーカー

の服飾品としての美的効果や、女性の社交・労働・
生活の変化にともなう流行の推移等を明らかにし
た上で、言説の真意、及び言説が流布した背景と
しての今日の私たちの感性について考察する。　
　本研究は人類がつくりだしてきた衣生活文化に
ついて、服飾品の表象性という側面から検討する
ことで、人間生活の豊かさを考察することに意義
がある。

第二章　19世紀の社会的背景
　19世紀は、ブルジョワジー（豊かになった非労
働者）と労働者階級の差がはっきりとする時代で
ある。労働者階級は経済不況により農村と小都市
から、生活にメリットのある大都市へと移動した。
そのため多くの労働者や職人などの下層階級の
人々がパリで働き、19世紀の都市では街中で女性
が働くようになり、絵に描かれる対象者となった。
そして、画家は社会の動きや人の生きざまを絵画
に残し、目についたさまざまな職業の人々をリア
ルに描いたことにより、黒いチョーカーをつけた
女性の絵画が多く登場したのではないかと考える。
　衣服やアクセサリーは画家にとって重要な要素
であり、移り変わるモードに敏感に反応し、それ
を描くことで時代をキャンパスに投影させたので
はないだろうか。

第三章　18世紀の社会的背景
　18 世紀は、労働者階級は男性や女性が区別な
く働き、階級社会の構図は、特権階級である貴
族とブルジョワジーを平民が支えるというもので
あった。対照的な貴族階級の暮らしはルイ 15 世
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の愛妾ポンパドゥール侯爵夫人やルイ 15 世の后
マリー・アントワネットなどパリの貴族と富裕な
市民階級のサロン文化が生まれ、芸術家や思想家、
文学者などの擁護者となり、オペラやイタリア喜
劇などの貴族趣味を生み出し、芸術文化を広めた。
　この時代は、上流の女性が優位に立ち、人々は
個人の生活を楽しみ、衣装、装飾品などを重要視
した。また、絵画に描かれた貴族はそれなりのポ
ジションについた女性であり、18 世紀の絵画は
豊かな層のための絵画であった。

第四章　19世紀の絵画にみるチョーカー
　19 世紀の絵画では、複数の画家によって描か
れた「黒いチョーカー」は踊り子や売春婦などの
働く女性に描かれていた。しかしその一方で、一
般女性や上流階級の女性たちにも描かれ、売春婦
の表象であるという説には矛盾が生じていた。

第五章　チョーカーの着用実態
５−１　ファッション雑誌にみるチョーカー
　1 次資料として中・上流階級の女性を対象とし
たファッション雑誌から、流行のアイテムとして
提案されたチョーカーを調査する。
①La Mode Illustrée : フランス（1859 年−1937
年発行）週刊の婦人雑誌であり、主に上流階級の
女性を対象にした週間新聞で、写真印刷が一般で
はなかった時代、流行のファッションを伝えるた
めに一枚一枚描かれた。
②Punch：イギリス（1841 年創刊）世相を風刺
した出版物であり、当時の中流階級を中心とし
た読書層の共感をひきつけた。男性・女性からの
チョーカーの流行に対する意識を調査する。
５−２　小説にみるチョーカー
　19 世紀に書かれた小説の「黒いチョーカー」
を身につけた女性の描写から、黒いチョーカーが
ファッションとしてどういう効果があり、どうい
う人物がどのように取り入れているか絵ではわか
らない着用心理を検証する。
　ファッション雑誌La Mode Illustrée、Punch、
19 世紀に書かれた小説などを検証したが、黒い
チョーカーを身につけた女性は、上流階級から下
層階級までさまざまな階級の女性が身につけ、幼

児から老婆まで年代を問わないものであった。ま
た、チョーカーは日常生活や社交の場などカジュ
アルな服装から上品なドレスまで幅広く着用する
ことができた。
　小説では、黒いチョーカーのイメージが異なる
二つの意味を持っていたことがわかった。一つ目
は、美的効果やアクセサリー効果、二つ目はギロ
チンの暗示である。

第六章　19世紀以前のチョーカー
　19 世紀の絵画には、黒いチョーカーを身につ
けた女性は目立っていたが、調査していく中で実
際は、18世紀の絵画にも登場することがわかった。
　18 世紀の絵画も、19 世紀同様複数の画家によっ
て描かれ、「黒いチョーカー」は踊り子や女優な
どの働く女性に描かれていたが、その一方少女や
上流階級の女性たちにも描かれ、売春婦の表象で
あるという説には矛盾が生じていた。もっとも
多く黒いチョーカーが描かれた年代は管見の限り
では、1870 年代であり、18 世紀の絵画にも登場
することから約 200 年近くこの黒いチョーカーは
人々に着用されていた。

第七章　黒という色
　現代において、「黒」についてのイメージはど
のようなものか、ミシェル・パストゥロー『ヨー
ロッパの色彩』を参考に大きく 5つにまとめた。
　一つ目に、「死の色」として連想される黒のイ
メージである。それは、葬儀の時に着る喪服や黒
布ヴェール、不幸の色として言われる暗黒の時代、
地獄や悪魔などのイメージにつながる。
　二つ目に、「過ち、罪、不正直の色」として連
想される黒のイメージがある。それは、純潔と処
女性の象徴である白と反対に、汚いもの、穢れた
ものの色であったり、憎悪の色、黒旗などのイメー
ジにつながる。
　三つ目に、「悲しみ、孤独、憂鬱」として連想
される黒のイメージがある。陰鬱、悲観的な考え、
始まりの色である白と反対に、終わりの色、恐怖
の色などのイメージにつながる。
　四つ目に、「厳格さ、現世の楽しみの放棄、宗
教の色」として連想される黒のイメージがある。
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謙遜、控え目、節度の色、プロテスタントの厳格、
新教徒の厳格主義、信仰、凝り固まった信心の色
のイメージにつながる。
　五つ目に、「エレガンスと現代性の色」として
連想される黒のイメージがある。黒い衣服や黒い
ネクタイ、黒いドレスなど、儀式用の盛装、贅沢
品、奥行き深さと富、また、黒を好むアーティス
ト、デザインなどのイメージにつながる。
　このように、私たちがイメージする「黒」のイ
メージは、死や過ち、悲しみ、孤独などマイナス
なイメージにつながるものから、厳格さ、宗教の
色、エレガンスと現代性の色などのプラスなイメー
ジにつながるものまでさまざまな見方ができる。
　フランス語で黒い（noir）という語は、物語文
学の中で醜さ、危険、悪徳のシンボルとされ、絶望、
憤怒、嫉妬、不安、悲嘆といった負の感情を表す
ときに比喩として用いられる。このような黒が好
まれるきっかけとなったのが、イタリアで 14 世
紀以来たびたび発布されてきた贅沢禁止令によっ
て黒が強制され、黒を着る機会が増えるにしたが
い、美しい黒を染め出す染色技術が進んだのだ。
　黒い服が洗練されたファッションとして登場す
るのは中世末期の 15 世紀であり、フランスのブ
ルゴーニュ公領を治めたフィリップ善良公（1396-
1467 年）が、父公が暗殺された時に黒い喪服を
定着させた。　
　19 世紀の絵画には、黒服を着た男性、女性が
頻繁に登場する。黒い女性服はもともと喪服と庶
民階級の服であり、19世紀後半には化学染料の発
達により、多くの女性も黒服を着るようになった。
　19 世紀に黒服が多く着られた理由の一つとし
て、当時は喪の期間が長く遠い親類の死でも、喪
服なしですますなどとは考えられない時代であっ
たからである。二つ目の理由は、化学染料の発達
により、日常的な普段着の服装にも黒が用いられ
たからである。黒服は汚れも目立ちにくいなどの
実用性もあり、大衆化されたのだ。
　このように、19 世紀の黒服は、厳格さとエレ
ガンスを兼ね備えた時代であり、おしゃれな服装
として流行し、洗練とスタイルをとりわけ象徴す
る色へと変化した。

第八章　結果
　本研究は、19 世紀女性用チョーカーの着用に
関して流布している言説に対して、同時代の絵画
資料、ファッション雑誌などの文献資料を詳細に
調査し、着用実態と着用者の意識を検討した。
　18・19 世紀絵画にみるチョーカーでは、下層
階級の踊り子や女優・モデル、働く女性・女中、
そして中流階級の一般女性、上流階級の女性たち
が描かれ、約 200 年近く着用された。19 世紀は
大都市で働く女性が絵に描かれる対象者となり、
画家は社会の動きや人の生きざまなど目についた
様々な職業の人々をリアルに描くことにより、黒
いチョーカーをつけた女性が多く登場した。　
　婦人向け雑誌、風刺新聞も同様、様々な階級の女
性が身につけ、幼児から老婆まで年代を問わないも
のであり、チョーカーは日常生活や社交の場など幅
広く着用することができ、黒いチョーカーが「売春
婦のしるし」とは言えないことは明らかである。
　黒いチョーカーは、19 世紀には金のロケット
やカメオ、十字架、メダルなどをリボンにぶらさ
げ、装飾品として身につけていた。また、19 世
紀フランスの象徴派の代表的詩人、マラルメ『最
新流行』には、「犬の首輪」と呼ばれているコリ
エ=バガテルについて気軽なアクセサリーであっ
たことが述べられていた。
　小説では、黒いチョーカーのイメージが異なる
二つの意味を持ち、一つ目は、美的効果やアクセ
サリー効果、二つ目はギロチンの暗示であり、登
場人物も、様々な階級の女性の日常生活が描かれ
ていた。彼女たちは、首の細さや白い肌を引き立
てる美しさを強調させるプラスのイメージとして
身につけていたことがわかった。その効果は大き
なもので、視線を上に惹きつけ、全身のバランス
を良く見せたり、大胆に開いた胸元を引き立てて
いる。また、首を細く長く華奢に見せ、顔周りに
華やかさを添える効果などプラスなイメージのも
のとして当時の女性のアクセサリーとして定着し
たと考えられる。
　黒は、闇の色、恐るべき悪のしるし、死を告げ
る色とされ、喪の色として思い浮かべるが、19
世紀後半に流行の色であった黒は庶民階級の働く
女性にも多く着られ、これは喪服とは違った黒服
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であった。19 世紀に黒服が多く着られた理由の
一つとして、当時は喪の期間が長く遠い親類の死
でも、喪服なしですますなどとは考えられない時
代であった 。二つ目の理由は、化学染料の発達
により、日常的な普段着の服装にも黒が用いられ
たからである。黒服は汚れも目立ちにくいなどの
実用性もあり、大衆化されたことだ。
　このように、19 世紀の黒服は、厳格さとエレ
ガンスを兼ね備えた時代であり、おしゃれな服装
として流行し、洗練とスタイルをとりわけ象徴す
る色へと変化した。
　しかし、現代の人々は根拠や明確なものはない
にもかかわらず、黒いチョーカーは “ 売春婦のし
るし”であるとマイナスなイメージをもっていた。
　現代において、男性が女性にネックレスをプレ
ゼントすることに意味が込められている。ネック
レスはファッションの一部として気軽に愛用され
ているアイテムだが、男性からネックレスをプレ
ゼントされて、「首輪を付けられたみたいな気持
ちになった」という女性もいるように、特に男性
から贈られるプレゼントとしては、特別な意味を
持つものと考えられる。しかし、輪になっている
アクセサリーが手錠を連想させたり、束縛の象徴
として書かれていることに対しては、根拠は不確
かなものであり、信憑性はない。このように、私
たちは曖昧な俗説に動かされているのである。
　吉本和弘『美しき汚れ　アーサー・マンビーと
ヴィクトリア朝期女性労働者の表象』では、19
世紀後半ロンドンに住む弁護士にして詩人のアー
サーと、最下層の雑役女中ハナの階級を超えた結
婚についての中で、奴隷の印として自ら主人マン
ビーの所有物であることの印として、皮のリスト
バンドと首には奴隷であることをしめす鎖を巻いた。
　近年のファッションにおいて、黒いチョーカー
を拘束性のアイテムとして捉え、装いに取り入
れているのが “ ゴスロリ ” である。日常の現実を
逸脱したスタイルをする彼女達は、あえて黒い
チョーカーを拘束的なデザインとして捉え身につ
けている。しかし、当時の人々が黒いチョーカー
を拘束性のアイテムとして身につけていたかと言え
ばそうではなく、現代の私たちの感覚すべてを19

世紀のファッションに置き換えることはできない。
　中野京子『怖い絵』では、黒いチョーカーが持
つイメージは、「金で縛られていることの象徴」
と述べていることから、マイナスなものであり、
「縛る」という言葉は、操られる、拘束する、締
めるなど体を痛みつけた不自由な女性を表してい
る。チョーカーとは、「首を絞めるもの、窒息さ
せるもの」という意味があることや犬の首輪とい
われていることから黒やチョーカーが持つイメー
ジは現代の私たちにとってマイナスなものと解釈
してしまうのである。
　このような言説が流布している背景には、日本
人がもつ “黒 ”に対するイメージや “輪 ”になって
いる装飾品のイメージ、“首 ”という言葉のイメー
ジなど今日の私たちの感性が大きく影響している。
　一つ目は、闇の色、死の色、悪のしるしなど “黒 ”
が持つマイナスなイメージである。
　二つ目は、操る、拘束する、締める、束縛する
などの “ 輪 ” になっている装飾品のマイナスなイ
メージである。鷲田清一『モードの迷宮』には、ネッ
クレスやブレスレット、指環、ベルトといったも
のは、すべて “ 拘束 ” を想い起こさせるアイテム
と記しており、締め付ける、縛るといったマイナ
スなイメージを持っているようだ。　
　三つ目は、古くから伝わることわざ、「首に縄
をつける」、「首が飛ぶ」、「子は三界の首枷」など
の “首 ”から連想するマイナスなイメージである。
例えば、「首枷」とは、罪人の首にはめて自由を
奪う刑具の一種であり、このことから一生自由を
束縛されると例えられている。
　私たちは、“ 黒 ”、“ 輪 ”、“ 首 ” を強調させる黒
いチョーカーには、マイナスなイメージが働き“売
春婦”の表象という言説を信じてしまうと考えた。
　以上、19 世紀の黒いチョーカーの表象性につ
いて、着用者の階級や生活の側面とその美的効果
から検討した。黒いチョーカーは二面性をもち、
「売春婦のしるし」といった今日の一元的な解釈
は、現代の私たちの服飾品に見出す心情が、服飾
文化の蓄積によって形成されていることを物語っ
ているのである。
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